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我々はこれまで、Subaru Deep Field で見つかった i
′
− z

′
> 1.5の基準で選ばれた 48個の i-dropout銀河のう

ち、NB921バンドが z
′バンドに比べ有意に暗くなっている “NB921-depression”の基準を満たす 8天体に注目し、

その分光観測を進めてきている (2004年秋期年会、2005年秋期年会にて報告)。この選択方法により 6.0 <
∼

z <
∼

6.5
にある強い Lyα放射天体を効率よく選べる事が期待され、実際に 8個の候補天体のうち 3つの天体で静止系等価
幅が 100Åを越す極めて強い Lyα 輝線を検出する事に成功してきている (Nagao et al. 2004, ApJ, 613, L9; 2005,
ApJ, 634, 142)。本年会では、まだ分光を行っていなかった残りの天体に対する分光観測の結果を報告する。観
測は 2006年 4月 26日にすばる望遠鏡の FOCASを用いて行い (共同利用観測 S06A-053)、未観測だった 5天体の
うち 4天体の観測を行って、そのうち 2天体で極めて強い Lyα を検出する事に成功した (赤方偏移 z =6.11, 6.00;
静止系等価幅 153Å, 114Å)。これまでの結果と合わせると、8個のNB921-depressed i-dropout銀河のうち 7個の
分光観測を行い、うち 5天体が 6.0 <

∼
z <
∼

6.5の強い Lyα放射天体だったという事になる。48個の i-dropout銀河
のうち 5天体が静止系等価幅 100Å程度またはそれ以上の Lyα 輝線を持っていたという比率は、z ∼ 3 のライマ
ンブレイク銀河では 1%程度しかそのような強い Lyα輝線が見られないという過去の結果とは大きく異なり、こ
れは z ∼ 3に比べ z ∼ 6で銀河の星種族が系統的に若い可能性を示唆している。


